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二次電池型発電素子
二次電池型発電素子とは
• 二次電池は、正極と負極に違う活物質電極を配置し、その起
電力の差を利用して、放電を行う。

• 二次電池型発電素子は、二次電池の正極と負極に同じ活物質
電極を配置し、正極と負極の温度差による起電力の差を利用
して、発電を行う。

従来技術に対する本発電方式の利点
• 極めて低コストである二次電池活物質が利用できる。（ゼー
ベック係数の大きな半導体は重元素を含むため高価である）

• 二次電池製造技術・インフラを転用できる。
• シート型熱発電素子であるため、人体発電、熱源（太陽光パ
ネル、建物の壁、車体、・・）へ貼り付け等の用途がある。

• 室温付近の排熱を利用するので、他の発電方式と競合しない。
• 性能指数Zの理論上限がない。（熱伝導を担う電解質層と起電
力を担う活物質層を独立に開発できる。）

• 熱発電用活物質の条件は、１）高い熱起電力と２）高い電気
容量である。この観点からの材料探索・開発は全くなされて
いない。

• 室温付近の構造相転移を利用することで、超巨大熱起電力の
発生が可能である。

本研究の目的
・二次電池型熱電変換の実証
・巨大熱起電力材料を探索
・熱起電力の発生メカニズムの解明

実験経過

二次電池型セルの開発 熱起電力の評価


